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ない。第２は情報技術を手中にしたミレニアル世
代の労働意識が変化し、企業に雇用されて束縛さ
れるよりは収入が多少減少しても自分の裁量で労
働できる自由を選択する若者が増加してきたこと
である。
　第３は先進諸国では平均寿命が延長し、これま
でのように60歳前後で定年になれば、残余の30年
近くの生活を維持する方法が必要となり、その手
段の一種がギグワーキングになっていることであ
る。日本では話題になった2000万円不足問題が後
押しし、収入の不足を補充するための手段として
もギグワーキングは注目されている。第４は日本
特有の課題であるが、人口減少による労働人口不
足が憂慮され、その補

ほ

填
てん

の手段としても期待され
ている。
　一見、社会の変化に対応した適切な状況のよう
であるが、問題がないわけではない。最近、ニュ
ーヨークのマンハッタンではウーバーの利用者数
がタクシーの利用者数を上回り、深刻な失業問題
の原因となっている。日本でも経理事務を簡単に
外注できれば企業の経理担当が整理されかねな
い。ギグワーカーは個人経営であるから、企業の
社員のように医療保険や失業保険はなく、自分で

加入する必要があり、その手当てをしなければ事
故や病気に遭

そう

遇
ぐう

したときに問題が発生する。

　この急激な変化に企業が対処すべき方法を検討
してみる。日本はアメリカに比較してギグワーカ
ーの比率が少数であるが、これは労働意識の相違
が影響している。欧米では旧約聖書にある楽園追
放の挿

そう

話
わ

のように、労働は神様から処罰として強
制された作業であり、理想は労働からの解放であ
る。一方、日本では勤勉が正当とされ、会社への
帰属が幸福を実感する手段である。実際、65歳以
上でも仕事をしたいという比率は欧米では１桁

けた

で
あるが、日本では30％にもなっている。
　これは人手不足に直面している中小企業にとっ
て好機である。その不足をギグワーカーで代替す
る職場を実現すれば、2000万円不足問題も追風と
なって、人手不足の解消が可能になる。当然、熟
練社員より能力が不足することは否定できない
が、現在では人工知能もロボットもあり、その能
力不足は十分に補完できる。さらに企業に拘束さ
れることを敬遠する若者も増加しており、ギグワ
ーカー中心の企業は十分に需要がある時代になり
つつある。

　最近「ギグワーキング」「ギグエコノミー」とい
う言葉が話題になっている。日本では「臨時雇用
仕事」「臨時雇用経済」と翻訳されるが、実例を紹
介すれば理解しやすい。代表は「ウーバー」であ
る。自家用車で乗客を輸送できる時間の余裕があ
る個人が会社に登録しておき、会社は輸送を希望
する人々から到来した乗車地点、乗車時刻、目的
地点などの情報を発信する。その要求に対応でき
る個人は自分が対応すると会社に連絡し、乗車地
点へ出向き輸送するという仕組みである。
　ギグはジャズなどを演奏するライブハウスで一
回のみ演奏することを意味する業界用語であり、
この言葉を単発の仕事に援用したのがギグワーキ
ングである。これはアマゾンが荷物を同様の仕組
みで配送する「アマゾンフレックス」、レストラン
に注文された食事をオフィスや自宅に配達する
「ウーバーイーツ」など輸送分野で活発であるが、
自宅をしばらく留守にするときに宿泊施設として
提供する「アエビーアンドビー」などもギグワー
キングの範

はん

疇
ちゅう

である。
　出遅れている日本でも登場しはじめている。カ
メラマンなどが登録しておき、式典や行事などの
撮影依頼に対応する「ゼヒトモ」、経理処理の能力
のある個人が登録しておき、依頼された経理事務
を代行する「メリービズ」、ビジネスの相談に対応
できる人材が登録する「ビザスク」など次第に増
加している。アメリカでは現在、労働人口の４割

に相当する6000万人が登録していると推定されて
いるが、日本の現状は全体の１割の700万人程度の
ようである。

　このような従来とは相違する労働形態が急速に
登場してきた第１の背景はインターネットとスマ
ートフォンという情報技術が広範に普及したこと
である。それらが存在しなければ、細

こま

々
ごま

とした需
要に対応できる人材を即座に発見することはでき
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